
　
「
高
梁
市
防
災
行
政
無
線
施
設
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
」
に
よ
っ
て
、
放
送

塔
も
撤
去
さ
れ
る
が
、
屋
外
へ
の
情
報

伝
達
に
有
効
で
あ
る
た
め
、
条
例
に
は

反
対
す
る
。

　
「
令
和
２
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
予

算
」
は
、
行
革
に
よ
る
各
種
使
用
料
や

給
食
代
金
、
給
食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
学

童
保
育
負
担
金
な
ど
の
値
上
げ
が
含
れ

る
。ま
た
吉
備
国
際
大
学
へ
の
補
助
金
、

図
書
館
委
託
料
な
ど
が
優
先
し
て
計
上

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
導
入
に
よ
り
市
民
セ
ン
タ
ー

の
開
館
時
間
が
15
分
短
縮
さ
れ
サ
ー
ビ

ス
低
下
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

反
対
す
る
。

　

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
は
、
水
道

料
金
引
き
上
げ
を
前
提
に
予
算
化
さ
れ

て
い
る
の
で
反
対
す
る
。

　

議
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
執
行
部

か
ら
は
、
主
な
改
正
は
連
帯
保
証
人
を

２
名
か
ら
１
名
に
、
保
証
額
の
上
限
を

家
賃
の
３
カ
月
相
当
と
定
め
た
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
地
方
創
生
に
係
わ
る

薬
草
の
状
況
は
ど
う
か
と
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
今
年
度

は
作
付
け
を
２
・
36
ヘ
ク
タ
ー
ル
予
定

し
て
い
た
が
、
10
分
の
１
程
度
に
と
ど

ま
っ
た
。
栽
培
期
間
中
の
除
草
作
業
や

掘
り
起
こ
し
費
用
な
ど
コ
ス
ト
面
の
課

題
が
あ
る
。
ま
た
収
量
も
10
ア
ー
ル
あ

た
り
45
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
目
標
に
達
し
て

い
な
い
。
課
題
も
多
く
あ
り
、
今
後
は

技
術
者
を
招
き
、
講
習
会
を
開
く
な
ど

ソ
フ
ト
面
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
選
挙
用
ビ
ラ
を
公
費

負
担
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
４
０
０
０
枚
は
多
い
の
で
は

な
い
か
、
証
紙
が
必
要
で
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
ま
た
配
り
方
に

規
制
が
あ
る
の
か
、
な
ど
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
公
職
選
挙
法
の
規

定
で
４
０
０
０
枚
を
上
限
に
し
て
い

る
。
証
紙
は
届
出
時
に
配
布
さ
れ
、
ビ

ラ
に
貼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頒
布

で
き
る
の
は
選
挙
期
間
中
の
新
聞
折
込

み
と
選
挙
演
説
会
に
限
ら
れ
る
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

法
改
正
に
よ
り
合
併
特
例
債(

＊
１)

の

発
行
期
限
が
５
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
新
市
建
設
計
画
の
一
部
の
変
更

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
計
画
の
中
の
人
口
推

計
に
つ
い
て
見
通
し
が
甘
い
の
で
は
な

い
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
執
行

部
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
現
在
の
統
計

デ
ー
タ
に
基
づ
く
も
の
で
、
令
和
２
年

度
に
は
改
め
て
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合

　
「
高
梁
市
防
災
行
政
無
線
施
設
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
」
は
、
情
報
伝
達
の

手
法
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
防

災
メ
ー
ル
、
防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
で
多
面

的
に
行
う
も
の
と
し
て
廃
止
に
向
け
協

議
し
て
き
た
。
住
民
説
明
も
十
分
に
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
か
ら
賛
成
す

る
。

　
「
令
和
２
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
予

算
」
は
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
を
進
め
市
民
生
活
の
再
建
、
生
活
環

境
の
整
備
、国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み
、

次
期
総
合
計
画
等
に
向
け
て
の
準
備
な

ど
、
重
要
な
要
素
が
含
ま
れ
る
予
算
な

の
で
賛
成
す
る
。
財
政
状
況
が
厳
し
い

な
か
、
行
財
政
改
革
の
推
進
や
国
、
県

へ
の
要
望
な
ど
財
源
の
確
保
に
努
め
て

ほ
し
い
。

　
「
令
和
２
年
度
高
梁
市
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
」
に
あ
る
事
業
の
統
合
や

料
金
の
改
定
は
、
令
和
元
年
９
月
議
会

に
お
い
て
水
道
の
安
定
供
給
に
必
要
な

措
置
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
議
会

と
し
て
も
財
源
確
保
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
で
も
あ
り
賛
成
す
る
。

　

今
議
会
の
議
案
は
復
旧
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
を
最
優
先
事
項
と
し
、
国

土
強
靱
化
、
次
期
総
合
計
画
や
総
合
戦

略
へ
の
準
備
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ

り
賛
成
す
る
。

　

し
か
し
、
現
在
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
盛
り
込
ま
れ
て

い
な
い
。
国
県
の
動
向
を
い
ち
早
く
捉

え
、
ま
た
、
市
民
生
活
の
現
場
の
情
報

を
く
み
取
っ
た
上
で
適
切
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

　

市
内
に
は
臨
時
休
校
期
間
、
遠
隔
授

業
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
実
現

で
き
た
学
校
も
あ
る
。
既
存
の
環
境
の

中
で
も
市
民
の
英
知
を
結
集
し
て
難
局

を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
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計
画
を
見
直
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
合
併
特
例
債
発
行

限
度
額
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
は
、
限
度
額
は
１
７
３
億
５
８

８
０
万
円
で
現
在
の
発
行
率
は
６
３
・

２
％
で
、
今
後
次
期
総
合
計
画
を
策
定

す
る
中
で
調
整
し
て
い
く
。
消
防
庁
舎

整
備
事
業
、認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
、

川
上
地
域
局
移
転
事
業
に
充
当
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
外
壁
の
内
側
の
吹
き

つ
け
工
事
面
積
が
増
え
た
た
め
工
事
請

負
契
約
金
額
が
１
４
３
万
円
増
額
し
て

い
る
が
、
契
約
後
に
な
ぜ
増
額
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
冷
暖
房
費
の
節
約

や
維
持
管
理
に
寄
与
す
る
工
事
で
あ
る

た
め
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
施
工
業

者
か
ら
の
提
案
に
基
づ
く
設
計
変
更
で

は
あ
る
が
、
市
と
し
て
は
経
費
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
提
案
で
あ
り
、
現
場

監
督
、
監
理
者
の
協
議
や
内
部
協
議
を

行
っ
た
上
で
の
設
計
変
更
に
よ
る
増
額

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
実
現
す

る
た
め
の
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た

学
校
内
で
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業
の

予
算
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
整
備
に
加
え
て
さ
ら
に
何
を
実
施

す
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
全
校
舎
内
で
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
実
現
の
た
め
、
ハ
ー
ド
面

だ
け
で
は
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
指
導
者

の
育
成
に
も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
は
、
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
に
関
わ
る
地
方
財
政
措
置
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
活
用
な
ど
の
ソ
フ
ト
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
令
和
２
年
度
は
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
と
い
う
教
員
の
働
き
方

改
革
に
寄
与
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

＊１　合併特例債…合併した自治体が使える有利な市債。
＊GIGAスクール構想：「学校における高速大容量のネットワーク環境（校内 LAN）の整備
を推進するとともに、特に、義務教育段階において、令和５年度までに、全学年の児童
生徒ひとりひとりがそれぞれ端末を持ち、十分に活用できる環境を実現すること。

の
で
反
対
す

高梁市議会だより　第42号 高梁市議会だより　第42号5 4

GIGAスクール構想など新たな施策も

3 月定例会で賛否が分かれた議案の議決結果

※議長は採決には加わりません。　※他の議案は全会一致で可決しました。
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石
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生

高
梁
市
市
営
住
宅
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

将
来
の
事
業
に
向
け
て

合
併
特
例
債
の
活
用

成
羽
複
合
施
設
の

工
事
費
増
額
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

関
す
る
施
設
整
備

高
梁
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の

使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
元
年
度
高
梁
市

一
般
会
計
補
正
予
算
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